
第 276回 謳粋会の記 
令和５年 10月 12日（木） １８：３０～ 

１０月に入り急に秋らしくなってき

た。今日の最高気温は２4℃、最低気

温は１6℃である。夕方は長袖に羽織

る物が欲しいが湿度も低く秋を感じ

る快適な日である。 

盛山文部科学相は宗教法人審議

会で旧統一教会に対する解散命令を

東京地裁に請求するとした。高額献

金トラブルは１５５０人２０４億円に上

る。請求が相当かの審議が始まる。 

藤井聡太竜王が将棋の王座戦を

制し、史上初の八冠を独占した。 

ロシアのウクライナ侵攻に眉をし

かめていたが、１０月７日ガサを実効支配するイスラム組織「ハマス」がイスラエルへ大規模な奇襲攻撃を仕掛けた。

イスラエルも応酬し双方の死者は２２００人を超えている。イスラエルは中東のシリコンバレーと言われ、９０社以上

の日本企業が進出している。事態がすぐに収束する可能性は低く、政府は日本人国外退避の準備を始めた。  

今回のお店は小野さんご紹介の旬彩酒庵「おねぎや」新宿店である。お店は新宿三丁目の新宿末廣亭の前に

あった。参加者は１３名、席は４人テーブル３卓と４人の半個室が用意されていた。３卓に１０名、隣の個室

に３名が着席した。定刻に生ビールを注文した。冷凍庫で冷やされたグラスでひえ冷えであった。今回初参加

の S４８丹羽秀男さんに乾杯をお願いした。前菜が運ばれてきた。三点盛りは総て葱が料理されている。今日

のお店は「おねぎや」と再認した。大野先生が道に迷

われ、捜索隊が出動した。１９時頃の来店となった。

生ビールは美味しく頂いたが、空にならないと次のお酒を注文できないシステムであった。空のグラスを渡し

日本酒の燗とお猪口３個を頼んだが中々出てこない。料理の配膳は速やかで味も良い。お酒中心で料理を食べ

るのが遅い我々であるがお酒の切れ目で箸が進む。料理は九条葱が沢山のカリカリ桜エビサラダ、マグロメン

チ串揚げ、牛ハラミねぎま串、千寿葱の黒焼き、カモロースと千寿葱鍋、桜姫鶏の葱小うどん、デザートはほ

うじ茶ティラミスと続いた。お店前で集合写真を撮った。時計は９時を指そうとしていた。 

参加者（敬称略・順不同）大野･川俣･久松･飯塚･後藤･長戸･山村･安井･小野･丹羽･花上･桜井･廣瀬の 13 名  

２７7回謳粋会は令和 5年 11月 9日（木）に開催される。           ＜廣瀬記＞ 


